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看護職を対象にした院内教育は、看護の質保証と看護職者のキャリア・ディベロップメントにとって
不可欠な活動であり、大部分の病院等医療機関で提供されています。質の高い院内教育の提供は、
看護職者が提供する看護の質の向上につながります。この教育は、院内の教育を担当する看護職
者が企画・運営を行っていますが、これらの看護職の皆さんが教育に関する知識や技術を獲得する
機会は限られています。

そこで、私たちは、院内教育として提供される研修を評価するためのモデルの開発を行いました。
このモデルは、研修を「デザイン」と「過程」と「成果」の３側面から評価するためのモデルであり、私た
ちが開発した研修のデザインと過程を評価するために活用できる「研修デザイン評価スケール」「研
修過程評価スケール」を用いて評価を行い、研修を総合的に評価することを目的としています。モデ
ルを運用するためのガイドを作成し、実際に医療機関の教育を担当する看護職の皆さんにモデルを
用いた研修評価を行ってもらっています。

今後は、モデルを活用した研修評価のための教育プログラムを開発していく予定です。

産学連携の可能性（アピールポイント）
病院等医療機関で提供される看護職者を対象とした研修評価をより適切に行いたいと考えてい
らっしゃる看護職の皆様には、研究の一環として、所属病院でのモデルの運用を行っていただくこと
や今後開発する教育プログラムに参加していただくことができます。
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